


■　主　催　・内閣府認証NPO法人「消費者住宅支援ネット」長野支部
　　　　　 ・信州大学名誉教授 山下恭弘「山下研究室」

■ 応募締切：平成20年９月3０日
■ 実施戸数：50戸以上、１００戸以内　実施範囲は全国

■　改　　定：平成20年８月１１日

～～ 省エネ住宅ラリー省エネ住宅ラリー ～～

実　施　要　項



①　現状の高気密高断熱住宅の性能がどうなのかが、よくわかりません。
　　そのため購入者は選択に戸惑っています。
　　　省エネ住宅ラリーは、住まい手、工事施工者双方に「高気密・高断熱」
　　という言葉や数値だけではなく、１年間の実生活の計測にもとづいた
　　「消費エネルギーコスト」を知ってもらい「本当の省エネ住宅」を選択
　　するのに必要な情報を提供します。

②　地場の施工者がこの評価に基づく「認定書」を持って、施工技術を確
　　立し、さらなる技術向上を行うことで、受注において他社との差別化
　　ができて受注増進につなげることができます。

③　実際のエネルギー消費の内訳（冷暖房、給湯、照明・家電ほか）の消
　　費エネルギー量とその比率を実証することで住宅履歴書の資料となり
　　ます。合わせてCASBEE評価も行います。

④　建築コストバランスを考慮した高性能・長寿命住宅が明らかになり、
　　普及につながり、 CO2排出削減に寄与します。 　

⑤　住宅性能の底上げと透明性のある受注、施工の体制の構築、長期ローン
　　の形成を促すことにある。

　１．省エネ住宅ラリーの目的



　２．主　催

　３．後　援

　４．協　賛

・内閣府認証NPO法人「消費者住宅支援ネット」長野支部
・信州大学名誉教授　山下恭弘「山下研究室」

・長野県・松本市・社団法人長野県環境保全協会・信濃毎日新聞社・新建新聞社
・日本住宅新聞社・市民タイムス・高気密健康住宅研究所・長野県住宅協会
・NPO法人外断熱推進会議・信州の快適な住まいを考える会・北方圏住宅研究会
・北陸の快適な住まいを考える会・株式会社アスク

・中部電力㈱長野支店・㈱シャノン・㈱エナーテック・㈱科学技術開発センター
・ガデリウス㈱・ダウ化工㈱・・・調整中



測定結果（例）

冷房　　　　　 　1.91MJ/m2
暖房　　　　 　51.98MJ/m2
暖冷房負荷　53.89MJ/m2
次世代省エネルギー基準のⅡ
地域（390MJ/㎡）の許容年間
冷暖房負荷の13.8％で年間総
消費エネルギーをまかなった。

資料
信州の快適な住まいを考える会
　　　　　　　　

　５．概　要

①　施主がドライバー、施工者がメカニックのイメージで50物件が同時に計測

　　をスタートし、1年間の計測を経て消費エネルギーコストを評価します。

②　小型ロガーによる消費電力・温度・湿度の通年測定。インターネット回線

　　を利用し、データを1分毎にサーバーに送信し解析します。

③　日報はメールにて配信。6ヶ月で中間報告書を提出。終了後に通年の評価

　　をまとめ最終報告書を提出し、その結果に基づいて「認定書」を交付します。

④　CASBEEの結果も算出します。



①　地場の工務店・建設会社等の施工による住宅を対象とします。
　　(当面はオール電化住宅限定しますが、ガス・灯油設備住宅は別途相談)

②　基本計測坪数30坪～50坪１戸建住宅（既築・新築）を対象とします。
　　　
③　新築の場合、測定の１ヵ月前には入居して生活を始めていること。

④　省エネ住宅ラリーに参加するにあたっては、快適な環境を犠牲しない普通
　　の生活をしていること。

⑤　展示場・モデルハウス等の測定については、正確なデータ計測をする為、
　　事前の相談が必要です。

⑥　建築の工法は問いません。

　６．応募条件



　７．応募方法・必要書類

①　NPO法人「消費者住宅支援ネット」ホームページより参加申込書・工事費
　　内訳書をダウンロードし、必要事項を記入し下記へ送付する。

②　①と合わせて平面・立面・断面・矩計・仕様書・気密測定報告書、
　　Ｑ値計算書・地耐力調査書の添付。＊A 3・A４サイズにまとめる。 　

　８．申し込みの送り先・お問い合わせ先

内閣府認証NPO法人「消費者住宅支援ネット」長野支部　事務局　

〒390-0312　長野県松本市岡田松岡２６６－８

　　　　　　　 (有)英設計　三村宛

TEL　050-7506-6718　・　FAX　0263-35-8135　

http://www.chs-net.com/ 上に随時Ｑ＆Aを掲載する。



　９．募集期間・実施期間　＊１次募集～２次募集。３次募集は、未定。

１０．費　用
総費用　４0万円（税込）＋α　（　決済条件：全額前払い・契約書の締結）　
　　　　　　　　　　　　　　　　

内訳　メモリハイロガー機器ほかレンタル料　￥３0万

　　　・電力センサー込　（３ポイント）

　　　　　　＊計測点の追加は可能。この場合は、要相談。 　　

　　　・データ解析費用　　　　　　

　　　機器設置撤去費用　　　　　　　　￥ ５万

　　　諸費用（報告書作成・通信・その他）　　　　￥ ５万

　　　機器設置取り外し出張料実費　　　￥ α　　　　　　

募集期間　　
　第１次募集　平成２０年７月１日～平成２０年９月３０日
　第２次募集　平成２１年２月１日～平成２１年３月３１日

実施期間　
　第１回目　　平成２０年１１月～平成２１年１０月
　第２回目　　平成２１年　５月～平成２２年　４月

メモリハイロガー 8ch　[ＨＩＯＫＩ 8420-50] 



　１１．評価の種類

①　室内の快適性評価（SET*ほか）
②　光熱費（冷暖房、給湯、照明・家電その他）に対する評価
③　年間冷暖房負荷に対する評価

④　実測Ｃ値評価
⑤　CASBEE評価
⑥　快適性評価（住まい手へのアンケートによる集計）
⑦　建築コスト評価

⑧　実測Ｑ値評価
　 （室内外温度差と内部発熱量から計算）

　 計算Ｑ値と実測のＱ値との比較資料→

　　　　　　　　　資料：信州の快適な住まいを考える会

実測Q値
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　１２．評価方法

①　室内温熱　評価ランク

冬季　快適室内温度範囲

温度℃ 15以下 １８ ２０ ２２ ２３以上

ランク ２ ３ ３ ３ １

冬季　快適室内湿度範囲

湿度% 30以下 ４０ ４５ ５０ 60以上

ランク ２ ３ ３ ３ １

夏季　快適室内温度範囲

温度℃ 30以上 ２８ ２７ ２６ 2５以下

ランク ２ ３ ３ ３ １

夏季　快適室内湿度範囲

湿度% 70以上 ６０ ５５ ５０ 40以下

ランク ２ ３ ３ ３ １



　１２．評価方法

②　統計から決定した地区別の　エネルギー消費量 (MJ/㎡・年)

地域区分 総エネルギー消費量 冷暖房 給湯 照明・家電ほか

Ⅰ ６１０ ２８０ １３０ ２００

Ⅱ ５１０ １８０ １３０ ２００

Ⅲ ５００ １７０ １３０ ２００

Ⅳ ４６０ １３０ １３０ ２００

Ⅴ ４４０ １１０ １３０ ２００

③　地区別冷暖房の　エネルギー消費量(MJ/㎡・年)　評価ランク

Ⅰ ７８０以上 ５８５ ３９０ ２９２ １９５ ９７.５ ４８.４

Ⅱ ５８０以上 ４９０ ３９０ ２９２ １９５ ９７.５ ４８.５

Ⅲ ５４０以上 ４６０ ３９０ ２９２ １９５ ９７.５ ４８.５

Ⅳ ５００以上 ３００ ２００ １００ ７５ ５０ ３０

Ⅴ ３００以上 ２００ １５０ １００ ７５ ５０ ３０

ランク １ ２ ３ ４ ５ ６ ７



　１２．評価方法

④　給湯のエネルギー消費量　評価ランク（全国共通）

⑤　照明・家電ほかのエネルギー消費量　評価ランク（全国共通）

MJ/㎡・年 １９０ １６０ １３０ １１０ ９０ ７０

ランク １ ２ ３ ４ ５ ６

MJ/㎡・年 ２８０ ２４０ ２００ １６０ １２０ ８０

ランク １ ２ ３ ４ ５ ６

⑥　総消費エネルギー
　　　　各地区の冷暖房消費量＋全国共通の給湯消費量＋照明・家電ほかの消費量の和として
　　　　ランク付けする。

⑦　総合評価
　　　　①、③、④、⑤、⑥についてのランクの総和が大きいと、より省エネルギー効果があると
　　　　決定する。

　　　　評価結果の表示として、各地域ごと、件数―ランクのグラフ（公表）と円状の
　　　　レーダーチャート（計測住宅毎・非公表）としてあらわす。

　　　　これにより次世代省エネルギー基準に準じて、統計dataに基づいて決定した標準値
　　　 （ランク３）に対して、全５０棟の全体的な性能評価（公表）と自社の個別の性能（非公表）
　　　　を比べてどのくらいの状況にあるかを知ることが出来る。

⑧　要因別のランクのほか、建築コスト、計算Ｑ値、実測の隙間相当面積Ｃ値、CASBEE
　　などの要因については、集計後解析して評価をする。



　１３．評価結果発表

① 解析結果のまとめ、評価・報告等については「山下研究室」で監修する

②　年間測定結果に基づく各種性能をまとめた報告書及び、「認定書」・
　 「CASBEE評価」を最終報告書として応募者へ通知する。

③　新聞・プレスにて、50物件について、各種性能の分布を地区別に表示、
　　掲載する。
　
④ 総合評価の結果、上位数社を発表する。

⑤ 評価後の資料･データは、個人情報保護法に基づき、学会への公表と
　 プレス発表をする。

⑥ 応募者の認定書、CASBEE、詳細データの結果は公表をしません。
　 但し、場合によって、個人情報に抵触しない範囲で、双方の了解の基で
　 公開もあります。



１４．　資料：用途別エネルギー消費比較

■２００５年総務省世帯数

北海道 236.9 万戸
東北　　　　 333.0
長野・山梨 109.8
北陸 187.3

関東 1,675.9 万戸
長野・山梨は関東に含む

(6.5%/関東)
新潟（81.3万戸）は北陸に含む

全国 4,906.3 万戸
四地区計 867    万戸
　　　　　　　　(17.6%/全国)

■課題は暖房エネルギー
の低減がどれだけ可能か？

Ⅰ～Ⅲ地区の世帯数は、Ⅳ地区以南の１／５程度以下でありながら、暖房負荷は大きい。

Ⅰ～Ⅲ地域こそ快適かつ本当の省エネ住宅、及び長寿命化の新築、改築が必要ではないか！



１４．　資料：DATA BASE BOX（例）

資料：信州の快適な住まいを考える会
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